
楽しく、ゆるりと、食べて笑って学んで
こころも潤うワークショップ！

そして、ひそかな隠れメインイベント！ランチタイム♡

■（午後12時頃～）第二幕、おにぎりランチ・ワークショップ
「到津の森に私たちができること」を考えてみよう！

■（午後1時15分頃～）第三幕、こころのビューティーを磨く
　「美のとらえかた」

天の光が導くご縁ギフト「おにぎりセット」

A.小倉織×井筒屋のコラボレーションがきっかけで誕生したデザイン
井筒屋と小倉織を復元した染織家の築城則子さんとの関わりのなかで、販促ライ
ンに小倉織を乗せていく立ち上がりの時の作品を紹介します。その他の井筒屋の
仕事も紹介。

B.鞘ヶ谷小学校の子どもたちのいまを笑顔にするデザイン
「子どもたちがもっと過ごしやすい環境に」。その経緯と、デザイナーと仕事をすれ
ばどんなことができるのかについてお話しします。

C.400年を迎えた有田焼とのコラボレーションメモリーズ
2016年、有田焼は創業400年を迎えました。それを機に古い窯元と手がけた作
品を紹介します。磁石を皆さんにも見て、触れてもらいたいと思っています。

D.苅田町移住計画プロジェクトストーリー
ここ数年の国の地域創生プロジェクトの流れから、苅田町にも移住プロジェクトが
誕生しました。まちづくりを応援するおこし隊の活動、工場地帯として日本の産業
を支える町とは正反対に、1200年以上伝承されている「山伏の祭り」のような歴
史文化など違った魅力にも触れていきます。

津屋崎千軒なごみから豊村酒造のある町並みの一角に建つ築60年の古民家で
数年前にハーブカフェを運営し調理スタッフとして腕を振るっていた小形美幸さ
んが北九州や近郊の昔ながらの手作り素材でおにぎりセットをつくってくれます。

2016年夏～秋にかけてクリエイターや弁理士と地元の大学生、教授、弁当製造
業者と到津の森担当者がチームを結成し、来園する子どもたちに向けたオリジナ
ル弁当を考え、商品化を実現しました。
そのケースを踏まえ、私たちが今できるプランを皆さんに考えていただきます。

河村敏彦
クリエイティブディレクター、グラ
フィックデザイナー。井筒屋のグラ
フィックを担当して30年になる。そ
の他、北九州モノレールの記念乗車
券や北九州市芸術財団発行の
CulCulの表紙を担当し編集を監修。
写真、イラストレーション、書道もこ
なす。農業ではお米づくりで毎年2ト
ン以上を生産し販売をしている。
デザイン事務所DIDE代表

美しい作品をつくるクリエイターが普段はどういうふうにものを見ているのか、も
のの見方の多様性を伝えます。

■（午前11時～）第一幕、ステージアの河村敏彦さんが紹介す
る、過去に手がけた作品から伝わる、人のつながりと創作。

おにぎり2つ・手作り味噌汁・ゆず味噌、日本初！オリーブのぬか床漬物など
小倉南区「華尚」（漬物・調味料）、苅田町地域おこし協力隊「等覚寺応援隊」
のご提供でお楽しみいただけます。

稲を育てる田んぼ（下関市大字内日上）写真を中心としたブログ

到津の森公園オリジナル弁当づくりプロジェクト


